
殿二山（とのにいさん）

 

中秋の名月と満月

 「暑さ寒さも彼岸まで」という言葉

を聞いたことはありますか？ 

今年は、９月２０日から、「お彼岸」

に入りました。大体、お彼岸の頃には、

残暑が収まり、秋の夜長に、星空もき

れいな季節でもあります。 

お彼岸明けの今日、９月２５日は、

空気が澄んで、「１年で一番美しい月」

とも言われている「中秋の名月」です。 

お月見しながら、お月見団子を食べ

たりしますね。 

「中秋の名月」の習わしは、もとも

とは中国から、平安時代に伝わってき

たものといわれています。 

旧暦の８月１５日を「中秋」（秋の真

ん中にあたる意味）、その日に見える

月が「中秋の名月」です。 

なぜ「秋の真ん中？」か、ですが、 

 旧暦では、７月、８月、９月の３か月

が秋です。つまり、旧暦の８月１５日

は、秋の真ん中なので、そう呼ばれて

います。 

  旧暦と今の暦は、だいたい１ケ月ず

れますので、９月の今頃が、旧暦の８

月なのです。 
 

右の表をご覧ください。実は、中秋

の名月と満月は、必ずしも同じ日では

ないことが多いのです。 

中秋の名月＝満月（十五夜お月様）

になるのは、次は、2030年です。 

今夜は晴れたら、ぜひ中秋の名月を

みてみましょう。 

今年は、２日後が満月です。秋の夜

に虫の音を聞きながら、満月も中秋の

名月も両方観ることができたら、素敵

ですね。 

                            
秋の夜には、好きな勉強や読書、趣

味等、いろいろなことにチャレンジし
て、取り組んで欲しいです。 
学校では、運動会の練習もぜひ、頑

張ってください。みなさんの素晴らし
い演技や競技を期待しています。 
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「とのやまだいにの山のぼりのにいさん」 


